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《第二次案内》 
 

 

 
    鶴ヶ城（秋） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 鶴ヶ城の天守閣から一望する会津平野は、田に水が張られ、緑が一面に輝いて見えます。そのの

どかな風景からは、歴史と伝統が息づく城下町ならではの風情が感じられます。 

このような素晴らしい会津の地において、第７３回福島県ＰＴＡ研究大会会津若松大会を開催

し、県内各地から関係者の皆様をお迎えできることを、大変嬉しく思います。 

これからの社会は、ＡＩの進化、グローバル化の加速、さらには気候変動など、地球規模の課題

に直面する変化の激しい予測困難な時代となります。私たち大人は、子どもたちがそのような変化

に柔軟に対応し、新たな価値を創造する力を育んでいくことが使命です。 

本大会が、未来を担う子どもたちの健やかな成長と明るい未来の実現に向けて、会津の歴史や文

化に触れながら、ＰＴＡ活動の新たな可能性を探る良い機会となることを心より願っております。 

多くの皆様方のご参加を心よりお待ちしております。 

秋めく会津へどうぞ『きてくだされ』 

 

               令和７年７月  福島県ＰＴＡ連合会会 長 相田知津子 

会津若松大会実行委員会委員長 宮森 大典 



 

第７３回 福島県ＰＴＡ研究大会会津若松大会 
 

大会主題 

ともに学び、ともに創る「温故創しん」ＰＴＡ 
～未来を担う子どもちと私たちのウェルビーイング実現に向けて～ 

 
 
 
 

１ 趣 旨 

複雑で困難な課題に直面し、学校や家庭、地域において様々な変化が余儀なくされています。ＰＴＡにお

いても、負担や多忙感、ＰＴＡの存在意義、少子化や家庭数の減少など、活動の課題や悩みは尽きません。

このような中、社会では、心も身体も元気で、家族や職場、地域の人など、社会との温かい繋がりが感じら

れるウェルビーイングの実現が求められています。 

会津若松市では、街づくりのビジョンとして「ともに歩み、ともに創る『温故創しん（おんこそうしん）』

会津若松」を掲げています。子どもたちの社会性や人間性の育成を担ってきたＰＴＡの役割を受け継ぎ、新 

しい発想で、持続可能な社会の創り手となる子どもたちとＰＴＡ会員の「ウェルビーイング」の実現に向け、

今後のＰＴＡ活動を「創しん」できる大会になることを願い会津若松大会を開催いたします。 

※ 会津若松市では、「しん」の意味を「新」､「心」､「真」､「進」､「清」､「伸」などとしています。 
 

２ 主 催 福島県ＰＴＡ連合会 

 

３ 共 催 会津若松市教育委員会 

 

４ 後 援 福島県教育委員会  福島県市町村教育委員会連絡協議会 

  会津若松市     福島県小学校長会   福島県中学校長会 

公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部 

 

５ 主 管 会津若松市父母と教師の会連合会 

 

６ 期 日 令和７年１０月１１日（土） 

 

７ 会 場  ＜全体会＞會津風雅堂 

＜分科会＞會津風雅堂、会津若松市文化センター、会津若松市立第二中学校 
 

８ 日  程  

12:00   12:20   13:00  13:10         14:40     15:10                           16:40 

 

受付 

 

全体会 
準

備 記念講演 

 

移動 

 

分科会 

第一分科会（健全育成） 

第二分科会（特別支援） 

第三分科会（家庭教育） 

 

９ 参加者 福島県内ＰＴＡ会員及び関係者（約１,０００名） 

 

10 参加費 2,500円 
 
 
 
 



１１ 記念講演  

演題 「日本人は月や星をどう愛でてきたのか」 ―星空浴の薦め－ 

 講師 渡部 潤一 氏（天文学者）   

【渡部 潤一 氏 プロフィール】 
 １９６０年、福島県生まれ。会津若松市立城北小学校、第一

中学校、県立会津高校卒。東京大学大学院、東京大学東京天文

台、国立天文台副台長などを経て、現在、自然科学研究機構国

立天文台天文情報センター長・上席教授、総合研究大学院大学

教授。理学博士。 

 流星、彗星など太陽系天体の研究の傍ら、最新の天文学の成

果を講演、執筆、メディア出演などを通して易しく伝えるな

ど、幅広く活躍。日本で最も有名な天文学者の一人。１９９１

年にはハワイ大学客員研究員として滞在、すばる望遠鏡建設推

進の一翼を担った。惑星定義委員として準惑星という新しいカ

テゴリーを誕生させ、冥王星をその座に据えた。 

主な著書に「賢治と「星」を見る」（NHK出版)、「星空の散歩道」（教育評論社）、「親子

で楽しむ 星空の教科書」（講談社、共著）、「古代文明と星空の謎」（筑摩書房）、「第二

の地球が見つかる日」「最新 惑星入門」（朝日新聞出版）「面白いほど宇宙がわかる１５の

言の葉」（小学館１０１新書）など多数。  

 

１２ 分科会 

分科会 区分 研究形式 分科会テーマ 会場・人数 講 師 

第
一
分
科
会 

健

全

育

成 

講 演 
一瞬の感動を 

人生のきっかけに  

會津風雅堂 

大ホール 

５００人 

株式会社グローバルキャリア 

代表取締役 

的場 亮 氏 

第
二
分
科
会 

特

別

支

援 

講 演 

「子どもの Well-Being を育む 

～人との関わりを通して、UD の

学校・家庭・地域づくり～」 

会津若松市 

文化センター 

文化ホール 

３００人 

発達支援室ひだまり 

室長  

齋藤 忍 氏 

第
三
分
科
会 

家

庭

教

育 

講 演 
 今を生きる子どもたち 
～理解と関わりを深めるために～ 

会津若松市立 

第二中学校 

体育館 

２００人 

臨床心理士／公認心理師 

鈴木 明子 氏 

 

 ※ 第三分科会に参加される方は、上履きをご持参ください。 
 

１３ 申し込みについて 

  各郡市ＰＴＡ連合会事務局校から配付される参加申込書に必要事項をご記入の上、各郡市ＰＴＡ連合会事

務局校へご提出ください。各郡市ＰＴＡ連合会事務局校において参加申込を取りまとめます。 

 
 
 
 
 
 
 



１４ 駐車場について 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表紙写真提供：会津若松市役所 シティプロモーション課 

第７３回福島県ＰＴＡ研究大会会津若松大会実行委員会事務局 

会津若松市立第一中学校 

〒965‐0023 会津若松市蚕養町１１番１号 

TEL 0242-24-2277 FAX 0242-32-6401 

E-mail aizuwakamatsu1-j@fcs.ed.jp 

 

〇地区ごとに、次の駐車場をご利用ください。 

  県南・南会津・相双地区：會津風雅堂駐車場 

  県 北 ・ 県 中 地 区：旧福島県立会津総合病院跡地 

  い わ き ・ 会 津 地 区：鶴ヶ城公園多目的広場（旧陸上競技場駐車場） 

〇大会参加者用駐車券を、各単Ｐにつき１枚配付いたします。 

〇駐車券をフロントガラスから見やすい位置に提示してください。 

〇お帰りの際は、係の指示に従い十分注意して運転をお願いいたします。 

〇詳しくは、後日送付される駐車案内をご覧ください。 


